
年 10 月 12 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

パン・菓子の催事販売

月２回・毎週木曜日

利用者１名・職業指導員１名

学園に働く職員のために販売

＜目的＞

コロナ禍でも販売ができるように計らってくださり、利用者さんの意欲や

社会に貢献できているという意識が上がっていていい。

利用者さんの販売の姿も伝わり、評判もいい。

＜成果＞

支援学校においても、卒業した後のヴィジョンにつながる。

利用者さんが販売していると、先生方に声をかけてくれて、販売促進をしてくださる。利用者さんは、一生懸命販売している姿に購入してくれる。

確認中

今後について

引き続き３年度も販売に行かせていただいています。販売を通して、学園の福利厚生的な部分に貢献できるように精進していきます。

利用者の働く姿を通して、支援学校の学生が就労することのイメージがつくように、利用者も社会に貢献している姿を伝えられること

望みます。　　学生も就労につながるようにと思います。

連携先企業名 光明学園 担当者名 出張販売担当教諭

五十嵐　祥子

令和２年度　　電話番号 ０３－６３００－５２４０

連携先の企業等の意見または評価

利用者が作った商品　↑

販売の様子

モチベーションが上がる。訓練の場となっている。

2021

光明学園（支援学校）からの依頼で、月に２回販売にいっている。

利用者さんたちが製造にかかわったパン・菓子の販売をしている。

利用者さんが、社会とのつながりを持てるので、やりがいを感じる

ことができる。製造に携わっている利用者さんも売上が上がると
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